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組曲『わが街に』を歌って
みませんか?
合唱団員80人を募集

管
弦
楽
と
合
唱
の
た
め
の
組
曲
「
わ
が
街
に
」を

歌
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。こ
の
組
曲
は
、足
立
区
の
区

制
6
0周
年
を
記
念
し
て
多
く
の
方
に
愛
さ
れ
る
曲

を
と
、
作
曲
を
團
伊
玖
磨
氏
に
作
詩
を
な
か
に
し

礼
氏
に
依
頼
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
。こ
の
「
わ
が

街
に
L
を
歌
う
合
唱
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

年
末
に
「
組
曲
を
歌
う

演
奏
会
」を
催
し
ま
す

組
曲
「
わ
が
衝
に
」
を
広
く
ぽ
民
の

皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

区
民
に
よ
る
合
眉
口
を
つ
く
り
1
2月
2
5

日

「
組
曲
を
零
つ
戸

を
催
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
匸

に啗
回
の
乙
前
は
{
。あ

し
だ
ち
}
。練
習
で
は
、指
抽
者
の
坂
本

氏
を
は
じ
め
ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の

方
々
に
よ
る
本
格
的
な
指
心
が
受
け
ら

れ
ま
す
く
組
曲
っ
て
ど
ん
な
曲
」と
か

「
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
み
た

い
にな
ど
公
し
で
も
合
唱
に
興
味
の
あ

る
な
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

合
眉
団
「
あ
し
だ
ち
」
に
入
っ
て
、

糾
曲
を
亰
立
の
第
九
'
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
?

演
奏
は「
定
立
シ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

足
立
シ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
は

ば
内
包
庄
、
在
勤
の
音
楽
愛
好
家
が
集

ま
っ
て
昭
和
5
9年
に
結
成
さ
れ
た
ぼ
唯

一
の
木
格
的
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。

昭
和
6
3年
、
桁
揮
者
に
汐
澤
烹
次

を
迎
え
厳
し
い
練
習
を
屯
ね
な
が
ら
、

有
名
簡
々
家
と
多
数
共
演
し
て
お
り
、

ま
た
年
2
回
の
定
朋
演
交
会
の
ほ
か
東

京
駅
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
(
通
袮
エ
キ
コ

と

を
す
る
な
ど
、
幅
広
い
活
励
を
け

っ
て
い
ま
す
。

3
月
2
7日
の
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
オ
ー

フ
ン
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
組
曲
を
同

か
し
て
お
り
、
経
験
は
充
分
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト

会
場
は

真
新
しい
「
西
新
井文化
ホ
ー
ル
」

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
は
、
木
肌
を
生

か
し
た
壁
而
で
音
響
効
火
抜
叮

ま
た

ど
の
席
か
ら
で
も
良
い
響
き
が
聞
こ
え

る
よ
う
に
形
状
も
1
1
1杤し
て
い
ま
す
。

客
席
は
9
0
2雌

ま
た
、
小
さ
な
お
了
さ

ん
た
ち
が
楽
し
め
る
よ
う
に
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト

『
1
沿
県
の
み

』
も
装
㈲
し

て
い
ま
す
。

組

曲

の

楽

譜

と
C
D

を

中

央

図

書

館

で

貸

出

中

で

す

糾
曲
「わ
が
雨
に
`
は
足
立
卜
の
川

夕
の
様
了
が
獣
わ
れ
て
い
る
迴
し
い
曲

で
す
。
歌
詩
に
は
花
火
大
会
や
舂
に
吹

き
乱
れ
る
桜
の
花
な
ど
足
立
区
の
美
し

い
叨
ぽ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
清
に
つ

い
て
は
6
川
2
5日
り
あ
た
ち
広
報
を
ご

町
く
だ
さ
い

な
お
、
曲
に
つ
い
て
は

團
伊
玖
磨
氏
が
指
揮
を
さ
れ
た
初
朗
の

鵑
の
C
D
と
楽
諧
を
中
央
図
潛
館
で
介

し
出
し
生
馬

合
唱
団「
あ
し
だ
ち
」団

員
募
集
要
項

対
象
=
区
内
存
院
・
仕
勤
で
高
校
生

以
L
の
方

募
集
人
数
=
約
8
0人

插

選
)

ソ
プ
ラ
ノ
ーア
ル
ト
各
2
5人
眤

吁
ノ
テ
ノ
ー
ル
ー
バ
ス
各
1
5
人
杵
度

練
習
日
1
川
川
～
1
2
月
の
火
曜
囗
と
日

呼
日
火
曜
日
午
吸
6
時
3
0
分
～
8

時
卸
ヤ
/
日
曜
日
午
後
6
時
～
8
時

斑
原
則
と
し
て
、
す
べ
て
出
席
で
き
る

方

練
習
場
所
し
酉
新
井
文
化
ホ
ー
ル

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

酌
望
(
I
ト
、
住
所
、
氏
气

年
齢
、

性
別
、電
話
吊
只
(
‥唱
経
験
の
有
無
、

凸
唱
団
に
所
跼
し
て
い
れ
ば
、
合
唱
団

体
名
を
記
入
『
組
曲
を
う
た
う
会
に
募
』

と
明
記

期
限
=
8
月
2
6日
《
消
印
有

効
》

申
・
問
先
=
教
育
委
員
会
文
化

振
興
係
「
組
曲
を
う
た
う
会
」ま
で

〒
1
2
0

足
立
区
千
住
1
1
4
-
1
8

「あ しだち と共 演する 区民合唱団の
練習風景

足
立
区
民
合
唱
団

常
任
指
揮
者
　
坂
本
和
彦
氏

み
な
さ
ん
と
一
緒
に

「
わ
が
街
に
」
を
創
っ
て
い
き
た
い

み
な
さ
ん
と
-
。緒
に
わ
が
衝
に
」

を
介
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
合

唱
練
仞
に
つ
い
て
は

、
初
歩
か
ら
お
こ

な
い
ま
す
の
で
、
初
心
者
で
も
安
心
し

て
応
吟
し
て
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
足
立
区

・民
の
た
め
の
石

が
街
に
」
を
創
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

足
立
シ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

常
任
指
揮
者
　
汐
澤
安
彦
氏

み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

管
弦
楽
と
合
唱
の
た
め
の
組
曲
「
わ

が
街
に
」
は
演
奏
し
て
い
く
う
ち
に
自

然
と
感
哨
移
入
し
て
し
ま
う
親
し
み
や

す
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
持
っ
た
曲
で
す
。

た
く
さ
ん
の
方
が
合
唱
回
「
あ
し
た

か

に
参
加
さ
れ
る
の
を
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
も
、
み
な
さ
ん
と

。緒

に
歌
っ
た
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
を
趣

向
を
こ
ら
す
つ
も
り
で
す
。

『
ハ
ロ
ー
あ
だ
ち
』

一
部
F
A
X
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た

休
日
で
も
温
水
プ
ー
ル
や
図
書
館
、

生
物
剛
な
ど
、区
施
設
の
情
報
を
お
知

ら
せ
す
る
パ
ロ
ー
あ
だ
ち
≒
新
し
く

施
設
案
内
図
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
ま
し
た
ミ
『
ロ
ー
あ
だ
ち
`

の
所
弓
は

』『
'
J
'元
I

ノ
な
に
(
a
-

容
(
3
2
7
2
)
8
6
0
0

】利
用
時
凹

土
曜
日
…
午
前
9
時
～
午
後
8
時
/

日
曜
日
・
祝
日
=
・
午
前
9
時
～
午
後
5

時
/
月
～
金
曜
日
・
・
・
午
後
5
時
～
8
時
　

区
役
所
が
閉
ま
っ
て
い
る
土
囗
、
祝

日

、
さ
ら
に

、
平
口
の
業
務
終
了
後
に

電
話
で
休
日
診
療
所
や
図
潛
館
な
ど
の

区
の
施
・設
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
で
き

ま
す
。N
T
T
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
八

ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
」と
出
ま
す
の
で
。

「
足
立
K
の
○
」
○
に
つ
い
て
知
り
た

い
の
で
す
が
`
・
と
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

施
設
案
内
図
の
欲
し
い
方
は
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
に
「
口
只
」の
案
内
図
が
欲
し

い
に
と
岔
い
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

※
N
T
T

ハ

ロ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
は
、
足
立
区
の
吶
報

の
ほ
か
2
3区
の
グ
ル
メ
情
報
や
ホ
テ

ル
、
旅
館
。
趣
味
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
多

く
の
お
店
の
特
徴
な
ど
を
電
話
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
何
件
で
も

聞
け
て
案
内
料
は
無
料
で
す
(
通
話
料

の
み
)
フ
ァ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

出
来
る
施
設

◆
休
日
診
療
所

◆
放
置
自
転
申
移
送
所
と
自
転
車
の
引

き
取
り
方
法

◆
図
書
館

◆
福
祉
事
務
所

◆
保
健
所

◆
温
水
プ
ー
ル

、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
。

生
物
園
、
そ
の
他
区
施
設

間
先
=
千
住
本
庁
舎
・
広
聴
相
談
係
S
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
(

代
)

○ 毎月1 日( EXP) ・10日 ・25日 発行
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9
月
1
日
は
防
災
の
日

区
内
で
一
斉
に

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

区
で
は
、9
月
1
日
(
防
災
の
日
)

に
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
の

訓
練
の
一
環
と
し
て
、
午
前
8
時
3
0分

に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。こ
れ
は
、

「
東
酊
地
農
の
警
戒
宣
言
」
が
発
令
さ

れ
た
時
を
想
定
し
、
皆
さ
ん
に
伝
え
る

た
め
の
も
の
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
先
1
中

央
本
町
庁
舎
・
災
害
対
策
課

一
(
3
8
8
0
)
5
0
1
1

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

「
9
4
ク
リ
ー
ン
東
京
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
i
足
立

」の
一
環
と
し
て
行
い
ま
す

。

日
時
=
9

月
H

日
(

日
)
、
午
前
1
0
時

～
午
後
3

時

場
所
1

足
立
清
掃
工
場

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
(

物
品

の
販
売
を
事
業
お
よ
び
副
業
と
し
て
い

る
方
は
出
店
で
孝
ま
せ
ん
)

募
集
区

画
=
2
5
区
画
程
度
(
抽
選
)
/
1

人
―
区

画
(
2
m
X
2
m

程
度
)
/

車
で
の
出
店

可
能

※
雨
天
中
止
/

薬
品
、食
料
品

、

動
物
、
品
質
保
証
の
で
き
な
い
も
の
は

販
売
不
可

出
店
料
=
無
料

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
「9
月
n一日
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
」、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
出
店
す
る
物
品
の
種
類
を
明

記
(
L
世
帯
1
通
に
限
り
ま
す
)

期

限
1
8
月
一打
日
消
印
有
効

申
・
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

課

〒
閇一
中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
0

″り

重
度
障
害
者
の

プ
ー
ル
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

プ
ー
ル
活
動
の
介
助
者
を
募
集
し
ま

す
。
東
綾
瀬
公
園
の
す
い
す
い
ら
ん
ど

綾
瀬
で
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。

日
時
=
9
月
2
・
9
・
1
6日
、

1
0
月
7
・
1
4
日
、
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
2

時
3
0
分
対
象
=
1
8
歳
～
4
0
歳
の
健
康

な
方

内
容
=
重
度
障
害
者
の
プ
ー
ル

活
動
介
助
補
助

募
集
=
各
回
2
人

(入
館
無
料
)

申
込
1
電
話

申
・

問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

3
級
課
程
(
都
共
催
・
第
3
回
)

日
時
等
=
左
表
の
と
お
り

対
象
=
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
こ
と
を
希

望
し
、
講
習
期
間
中
、
全
日
程
受
講
で

き
る
区
民
の
方

定
員
-
4
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、「
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
講
習
受
講
希
望
」
と
明
記

期
限
=
8
月
2
4日
必
着

申
込
=
千
住

本
庁
舎
・
高
齢
社
会
対
策
課
推
進
係

〒
圀
千
住
1
-
4
-
1
8
問
先
=
総
合

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
7
0
)
0
0
6
1

ホームヘルパー養成講習日程等

※ 施設実習、調理技術を除き、いずれも場所は総合ポランティ
アセンター( 日ノ出町団地内) 。調理技術は、西綾瀬ポランテ
ィアセンタ ー。施設実習は、いずれが1 日を選択。

重度障害者

宿泊行 事の

介助者募集

豊
か
な
自
然
の
中
で
一
緒
に
楽
し
く

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。日
時
=
9
月

2
9
・
3
0
日
(
1
泊
2
日
)
場
所
‥
‥
加

須
青
年
の
冢
対
象
=
1
8
歳
～
4
0
歳
の

健
康
な
方

内
容
―
重
度
障
害
者
の
介

助
補
助

募
集
ふ

…一人
程
度
(
宿
泊
費
、

食
費
は
無
料
。
傷
害
保
険
付
)

※
2

日
間
で
5
千
鵈
円
の
謝
礼
金
を
差
し
上

げ
ま
す

申
込
―
電
話

申
・
問
先
=

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

さ
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

商業統計調査

( 一般飲食店)

ポスター募集

期
限
=
9
月
1
0
日
消
印
有
効
内
容
―

応
募
作
品
は
、調
査
の
対
象
と
な
る
商

店
(
一
般
飲
食
店
)
が
商
業
統
計
調
査

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、商
店
か
ら
調

査
へ
の
協
力
を
得
ら
れ
る
内
容
の
も
の

で
、未
発
表
の
も
の
/
用
紙
は
A
2
判
　

(
5
9
`
χ
4
2
四
)
を
縱
長
に
使
用
/
使

用
す
る
色
は
4
色
以
内
(
白
は
1
色
に

数
え
な
い
)
/

図
案
に
は
、
「
通
商
産
業

省

」「
都
道
府
県

」「
市
区
町
村

」「
商
業

統
計
調
査
(

一
般
飲
食
店
)
」
「
平
成
7

年
6

月
1

日

」
の
文
字
を
入
れ
る
/

写

真
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
/

作
品
の
裏
面

に

、
住
所
、
氏
名

、
職
業
(

学
生
の
場

合
は

、
学
校
名
、
学
年
)

を
明
記

資

料
請
求
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
統
計
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
3
3

申
・
問

先
=

通
産
省
・
商
業
統
計
課

〒
沺
千
代
田
区
霞
が
関
1
-
3
-
1

・一一
(
3
5
0
1
)
1
5
1
1

□
訂
正
と
お
わ
び

7
月
2
5日
号
2
面
の
「
紙
パ
ッ
ク
・

乾
電
池
回
収
施
設
一
覧
」
の
西
伊
興
住

区
セ
ン
タ
ー
の
所
在
地
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
、
西
伊
興
1
よ
に
-
1
2

で
す
。訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

《
広
報
課
)

お
さ
ら
い
教
室
児
童
募
集

経
験
豊
富
な
、元
小
学
校
教
師
が
、

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
方
式
で
指
導
し
ま
す
。

場
所
等
=
関
原
教
室
…
橘
幼
稚
園
(
関

原
3
-
4
7
-
H
)
、毎
週
火
・
木
曜
日
、

午
後
2
時
3
0
分
～
5
時
3
0
分
科
目
=

国
語
、
算
数

定
員
=
3
・
4
年
生
若

干
名

費
用
1
3
年
生
5
千
円
、4
年

生
5
千
5
0
0円

申
・
問
先
=
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

一
`
(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

荒
川
通
水
7
0周
年
記
念

「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

i n

AR

AK
A
WA
」
へ
ご
招
待

区
民
の
方
に
、
貴
重
な
水
と
緑
の
空

間
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
荒
川
。
こ

の
通
水
7
0
年
を
記
念
し
、
建
設
省
主
催

で
、
荒
川
に
つ
い
て
。
知
る
、
触
れ
合

う
、
未
来
を
創
る
"
を
テ
ー
マ
に
「
荒

川
ク
リ
エ
ー
シ
冫

剛
」
事
業
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
(
足
立
区
も
協
力
)
。
関

連
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
催
さ

れ
る
「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

。…
A
R
A
K
A
W
A

」
に
皆
さ
ん
を
ご
招

待
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日
時
=
8
月
2
7日
(
土
)
。

午
後
6
時
3
0分

場
所
l
板
橋
区
荒
川

ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ー
ス

タ
ン
ド

内
容
=
久
石
譲
ほ
か
出
演
に

よ
る
、
ピ
ア
ノ
演
奏
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

等

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
8
月
2
0日

申
先
=
I
K
=
0
7
港
区

赤
坂
5
-
3
-
6
T
B
S

放
送
セ
ン
タ

ー
1
4
F
T
B
S
V
I
S
I
O
N

ム

ー
ン
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局

※
(

ガ
キ
ー
枚
で
1
家
族
(
4
人
)
ま
で

を
招
待
(
抽
選
)

問
先
=
土
木
部
計

画
調
整
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

鹿
浜
・
竹
の
塚
図
書
館
の
臨
時
休
館

8
月
2
1日
(
日
)
、
館
内
殺
虫
消
毒
の

た
め
休
館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
他
の
図
書
館
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
先
―
鹿
浜
図
書
館

?
3
8
5
7
)
6
5
5
1

竹
の
塚
図
書
館

昔
(
3
8
5
9
)
9
9
6
<
x
>

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
部
落
差
別
(
3
)

江
戸
時
代
も
中
ご
ろ
に
な
る
と
、

封
建
支
配
の
ゆ
き
づ
ま
ひ
が
大
き
く

な
り
、
身
分
制
度
が
く
ず
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
、
く
ず
れ
か
け
た
身
分

制
度
を
守
る
決
め
手
と
し
て
、「
え

た
・
ひ
に
ん
」
に
対
す
る
差
別
の
強

化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
晨
・
エ
・
商
の
不
満
を

や
わ
ら
げ
、「
上
み
て
暮
ら
す
な
、
下

み
て

暮
ら
せ
」
と
い
わ
れ
て
い
た
よ

う
に
決
め
ら
れ
た
身
分
に
従
い
、
そ

れ
に
甘
ん
じ
る
体
制
を
定
着
さ
せ
る

た
め
で
し
た
。

こ
う
し
た
経
過
を
た
ど
っ
て
形
成

さ
れ
た
身
分
制
度
と
差
別
が
、
今
日

で
い
う
同
和
問
題
の
も
と
を
つ
く
り

だ
し
た
の
で
す
。

同
和
地
区
の
人
び
と
は
、
長
い
歴

史
を
通
じ
て
、
政
治
的
、
経
済
的
、

社
会
的
な
圧
迫
を
受
け
つ
づ
け
て
き

た
の
で
す
。

(注
)

文
中
に

「
え
た
・
ひ
に
ん
」

と
い
う
言
葉
が
あ
Q
"

す
。こ
れ
は
、

江
戸
時
代
の
身
分
制
度
の
説
明
の
た

め
使
用
し
た
も
の
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
ぷ
冫
な
言
葉
や
表
現
は
。

一
般
的
な
日
常
会
話
や
文
章
に
使
わ

れ
ま
す
ご
、
そ
れ
が
意
識
し
て
い
な

く
て
も
、
大
を
侮
辱
し
、
人
の
E心
を

傷
つ
け
、
身
分
に
よ
る
差
別
、
人
権

侵
害
と
い
う
問
題
に
な
り
ま
す
。
こ

の
ぷ
ひ
な
意
味
を
十
分
ご
理
解
の
う

え
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

O
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担
当

へ
。

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
ひ
だ
ま
り
の
会
8

月
1
4
日

百
)
、午
後
1
時
～
4
時
/
青
年
セ

ン
タ
ー
/
心
訶
む
人
の
家
族
の
集
ま

り
で
す
。
相
談
與
が
悩
み
を
藺
き
ま

す
/
服
部

昔
(
3
8
9
0
)
3
4
8
1

☆
夏
休
み
手
話
入
門
(
短
期
)
8

月
1
7日
(
水
)
か
ら
週
2
回
、1
ヵ

月
間
予
定
/
水
曜
日
・
午
後
7
時
、

土
曜
日
・
午
敦
…一
時
3
0分
/
2
時
間

程
度
/
亀
有
北
・
東
集
会
所
/
会
費
5
0
0

円
/
小
林

き
(
3
6
0
5
)
0
7
3
1

☆
初
め
て
の
人
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
講
習
会
(
青
い
山
脈
)
9

月
4
日
か
ら
1
0
回
/
毎
週
日
曜
日
、

午
後
6
時
3
0
分
～
9
時
/
千
寿
小
学

校
体
育
館
/
1
6歳
以
上
の
区
民
/
1
0

回
分
で
2

千
円
/
当
日
直
接
会
場

へ
/
村
田

昔
(
3
8
9
2
)
9
7
4
4
(
夜
間
)

☆
(
ゼ
つ
り
方
講
座
(
足
立
新
釣
会
)

8
月
2
5
日
(
木
)
、午
後
6
時
～
9

時
/
綾
瀬
住
区
セ
ン
タ
ー
/
講
師
・

高
柳
武
夫
氏
/
会
費
釼
円
/
9
月
4

日
(
日
)
、
木
更
津
の
金
田
海
岸
に
て

実
技
講
習
会
開
催
/
田
嶋

昔
(
3
6
0
5
)
0
2
7
8

☆
第
6
回
赤
ち
ゃ
ん
大
会
(
通
算
3
7

回
)
8
暦
(
一
日
(
日
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
3

時
/

千
寿
本
町
小
学
校
/

平
成
5

年
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
/

計

測
・
健
康
相
談
・
お
遊
び
コ

ー
ナ
ー

等
/

無
料
/

勝
楽
堂
病
院

?
3
8
8
1
)
0
1
3
7

=
募

集
=

☆
プ
ー
ル
の
介
助
者
募
集
(
で
て
こ

い
サ
ー
ク
ル
)

障
害
を
も
っ
て
い

る
子
供
た
ち
が

、
プ
ー
ル
に
入
る
と

き
の
介
助
を
手
伝
っ
て
ぐ
れ
る
方
/

技
術
・
資
格
勇

女
不
問
/

交
通
費
支

給
/

毎
週
金
曜
日

、
午
後
2

時
3
0
分

～
4

時
3
0分

、
う
き
う
き
館
で
練
習
/

石
井

霓
5
6
8
6
)
3
5
3
1

☆
ミ

。
牛
1

ク
ーフ
ブ

毎
週
―
回
月

曜
日
、
午
前
1
0
時
～
H

時
3
0
分
/

佐

野
セ
ン
タ
ー
/

―
～
2

歳
向
け
の
リ

ズ
ム
体
操
と
読
み
聞
か
せ
等
/

入
会

金
川
円

、
月
額
千
7
0
0円
/

小
林

豐
(
3
8
5
2
)
7
3
4
Q

り

☆
日
帰
り
散
策
(
新
日
本
婦
人
の
会
)

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
な
が
ら
散
策

し
ま
す
/

入
会
金
1
0
0円

、
月
額
7
0
0円

(
散
策
費
用
実
費
負
担
)
/
川
手

{一一
(
3
6
0
6
)
5
7
0
8

☆
卓
球
(
シ
ル
バ
ー
遊
々
コ
ス
モ
ス
)

毎
週
火
曜
日

。
午
後
7

時
～
9

時
/

江
北
セ
ン
タ
ー
/
5
5
歳
以
上
の
方
/

月
額
千
円
/

巻
田

昔
(
3
8
9
9
)
3
0
5
0

☆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
毎
月
第
1
・
第

3
の
火
・
木
曜
日
/
(
火
)
午
後
7

時
3
0
分
～
9
時
、(
木
)
午
後
1
時
～

3
時
/

月
額
千
沺
円
/

久
保

一
一
(
3
6
0
5
)
6
0
8
9

◎ 水不足のため、節水にご協力を( 東京都)
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保

健

ガ

イ

ド

が
ん
検
診
と

成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

□
消
化
器
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
を
受

け
付
け
ま
す

。

検
診
日
等
―
表
1

の

と
お
り

対
象
=
3
5
歳
以
上
の
区
民

申
込
期
限
1
9

月
に
受
診
を
希
望
ず

る

方
は
8

月
2
0
日
消
印
有
効
/
1
0
月
、1
1一

月
に
受
診
を
希
望
す
る
方
は
受
診
希
望

の
前
月
2
0
日

□
女
性
が
ん
検
診

乳
が
ん
、子
宮
が
ん
の
早
期
発
見
に

役
に
立
つ
検
診
で
す
。対
象
=
3
0
歳

以
上
の
区
民
場
所
=
区
内
契
約
医
療

機
関
受
診
日
=
受
診
票
の
指
定
期
間

内
に
、受
診
医
療
機
関
と
相
談
の
一
?
凡

受
け
て
く
だ
さ
い

□
成
人
健
康
診
査

心
臓

、
肝
臓

、
じ
ん
臟
の
病
気
や
糖

尿
病
、
高
血
圧

。
高
脂
血
症
等
に
つ
い

て
調
べ
る
基
本
的
な
も
の
で
す

。

対

象
=
4
0
歳
以
上

、6
4歳
ま
で
の
区
民
(
昭

和
4

年
4

月
1

日
以
降
生
ま
れ
)

場

所
=

区
内
契
約
医
療
機
関

受
診
期
間
=

平
成
6

年
3

月
ま
で

-

い
ず
れ
も
I

申
込
=
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、生
年
月
日
、性
別
、電
話
番
气

希
望
の
検
診
名
を
明
記
(
消
化
器
が
ん

検
診
は
。
検
診
日
程
表
か
ら
ご
希
望
の

検
診
日
・
場
所
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

第
3
希
望
ま
で
)

※
申
し
込
み
後
、

受
診
票
と
案
内
を
お
送
り
し
ま
す

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防

係

〒
1
2
0千住
l
j
4
1
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

表1　 消化器がん検診日程

寝
た
き
り
に
し
な
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

「
介
護
教
室
」

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
介
護
に
つ
い

て
の
知
識
や
心
構
え
を
学
び
ま
す
。
寝

た
き
り
や
閉
じ
こ
も
り
を
つ
く
う
な
い

地
域
づ
く
り
の
た
め
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
等
―
表
2
の
と
お
り

対
象
=
東
和
保
健
相
談
所
管
内
の
区
民

定
員
漲
J
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

塲
・
申
・
問
先
=

東
和
保
健
相
談
所

{一一
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表2　介護教室　時間=いずれも午後1時30分～3時30分

高
脂
血
症
予
防
教
室

日
時
等
=
表
3
の
と
お
り

対
象
I
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
の
気
に
な

る
方

定
員
庖
J
人
(
先
着
順
)

費

用
=
血
液
検
査
料
Ⅲ
円

申
込

一一
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表3　 高肪血症予防教室

ぜ
ん
息
児

水
泳
教
室
(
後
期
)

期
間
=
1
0
月
5
日
～
H
月
1
6
日
、毎
週

水
曜
日
(
1
0
月
2
6
日
は
除
く
)
、全
6
回

時
間
―
午
後
3
時
～
5
時
3
0
分
予
定

場
所
=
千
住
温
水
プ
ー
ル
ー
ス
イ
ミ
ー

対
象
=
区
内
在
住
で
、ぜ
ん
息
に
か
か

っ
て
い
る
小
学
生
定
員
=
4
0
人
費

用
=
無
料
申
込
=
保
険
証
を
窓
口
に

持
参
受
付
=
8
月
H
日
～
1
7
日
※

前
期
の
教
室
に
参
加
し
た
方
は
応
募
で

き
ま
せ
ん

申
・
問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
公
害
補
償
係

`
‘
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

選挙豆知識

政治家の寄附は
禁止されています

盛
夏
を
迎
え
、
ま
つ
ひ
や
花
火
大

会
な
ど
、
様
々
な
催
し
物
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
政
治
家

か
ら
差
し
入
れ
の
申
し
出
を
受
け
た

り
、
逆
に
政
治
家
に
求
め
ぶ
う
と
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
公
職
選

挙
法
で
は
、
政
治
家
や
後
援
団
体
が

選
挙
区
内
の
者
に
寄
附
を
出
窰

」と

を
禁
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者

が
政
治
家
に
求
め
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。
寄
附
に
は
金
一
封
だ
け
で
な

く
、酒
や
飲
食
物
を
差
し
入
れ
た
り
、

タ
オ
ル
や
う
ち
わ
を
配
る
こ
と
も
含

ま
れ
ま
す
。
政
治
家
が
こ
れ
に
違
反

し
た
り
、
有
権
者
が
寄
附
を
強
要
す

る
と
刑
罰
を
受
け
、
選
挙
権
・
被
選

挙
権
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
町
内
の
夏

ま
つ
り
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け
取

ら
な
い
」
ル
ー
ル
を
心
が
け
る
こ
と

が
、
き
れ
い
な
政
治
と
選
挙
に
つ
な

が
り
ま
す
。

問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

健康 あ・ら・かると

―生活衛生編―

ラ ム ネ 事 情

最
近
で
は
、
夏
の
風
物
に
色
を
添

え
る
ラ
ム
ネ
を
見
か
け
る
こ
と
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
下
町
を
中
心
に

最
盛
期
の
昭
和
2
0年
代
以
降
、
コ
ー

ラ
や
缶
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
、
多
種
多
様

の
清
涼
飲
料
水
に
押
さ
れ
、
衰
退
気

味
で
す
。
ビ
ン
の
回
収
と
製
造
に
手

間
が
か
か
る
う
え
、
主
力
販
売
先
の

駄
菓
子
屋
の
減
少
が
痛
手
で
す
。

一
方
、
ビ
ン
も
複
雑
な
工
程
と
熟

練
を
要
す
る
た
め
、
今
で
は
国
内
で

作
る
業
者
が
な
ぐ
台
湾
か
ら
輸
入
し

て
い
ま
す
。
ラ
ム
ネ
の
語
源
は
レ
モ

ネ
ー
ド
が
な
ま
っ
た
と
い
う
説
が
一

般
的
。
1
8
5
3

年
、
ペ
リ
ー
が
浦

賀
に
来
航
し
た
時
に
到
来
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

庶
民
に
広
く
愛
飲
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
何
の
届
出
も
な
く
製
造
で
き
た
ラ

ム
ネ
も
、
明
治
3
3年
「
清
原
飲
料
水

営
業
取
締
規
則
」
が
制
定
さ
れ
、
警

視
庁
が
所
管
し
て
い
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
昭
和
2
2年
に
制
定
さ
れ
た
食

品
衛
生
法
の
も
と
に
、
保
健
所
の
食

品
衛
生
監
視
員
が
、ラ
ム
ネ
を
含
め
、

あ
ら
ゆ
る
清
涼
飲
料
水
を
定
期
的
に

検
査
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
先
駆
的

リ
サ
イ
ク
ル
商
品
と
も
い
え
る
ラ
ム

ネ
は
、
時
と
し
て
回
収
ビ
ン
の
中
に

ス
ト
ロ
ー
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
棒

な
ど
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
異
物
の
除
去
は
も
と

よ
り
、
細
菌
汚
染
や
食
品
添
加
物
、

そ
し
て
適
切
な
表
示
な
ど
が
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
ま
す
。

昔
懐
か
し
く
、
独
特
な
形
を
し
た

ラ
ム
ネ
。
そ
の
清
涼
感
と
同
様
に
、

い
つ
ま
で
も
衛
生
的
で
、
安
心
で
き

る
飲
み
物
と
し
て
愛
飲
さ
れ
続
け
て

欲
し
い
も
の
で
す
。

《
保
健
所
・
食
品
衛
生
監
視
員
)

掲
示
板

□
新
し
い
ル
ー
ル
に
よ
る
、
ご
み
の

出
し
方
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す

1
月
の
本
格
実
施
か
ら
6
ヵ
月
が

経
ち
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
ル
ー
ル
ど

お
り
に
出
さ
れ
た
方
は
9
割
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
平
成
5

年
度
の
ご
み
量
は
、4
年
度
よ
り
1
2

万
t
減
少
し
、4
年
連
続
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
ご
み
の

分
別
、
資
源
化
・
再
利
用
、
減
量
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
正
し
い
ご
み
の
出
し
方

次
の
と

お
り
、
指
定
日
の
朝
8
時
3
0分
ま
で

に
集
積
所
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。【
可

燃
ご
み
】
ふ
た
の
で
き
る
容
器
か
都

推
奨
の
ご
み
袋
で

【
不
燃
(
分
別
)

ご
み
】
ふ
た
の
で
き
る
容
器
か
中
身

の
見
え
る
袋
で

【
資
源
ご
み
】紙
・

び
ん
・
缶
を
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た

方
法
で

▽
扣
月
1
日
か
ら
透
明
・
半
透
明
で

な
い
レ
ジ
袋
は
使
え
な
く
な
り
ま
す

▽
お
買
い
物
に
は
買
い
物
袋
等
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

▽
大
切
な
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
、
東

京
の
ご
み

問
先
=
足
立
東
清
掃
事
務
所

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

□
「
世
界
都
市
博
覧
会
」
へ
参
加
す

る
市
民
団
体
等
の
募
集

平
成
8
年
3
月
2
4
日
か
ら
臨
海
副

都
心
で
開
催
さ
れ
る
同
博
覧
会
に
参

加
を
希
望
す
る
市
民
団
体
や
サ
ー
ク

ル
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象

=
文
化
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
等
あ
ら

ゆ
る
団
体
申
込
=
所
定
の
申
込
書

を
郵
送
ま
た
は
持
参
申
・
問
先
―

東
京
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
協
会
市
民
参
加

室
〒
圜
千
代
田
区
丸
の
内
3
-
8

1
1
s
(
3
2
1
7
)
1
0
2
6

□
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
に

ご
協
力
を

都
で
は
、
労
働
行
政
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
、
常
用
労
働
者
が
I
大

か
ら
4
人
の
小
規
模
事
業
所
で
働
く

方
々
の
給
与
、
労
働
時
間
な
ど
を
調

べ
る
「
毎
月
動
労
統
計
調
査
特
別
調

査
」
を
8
月
に
実
施
し
ま
す
。
調
査

票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。
調
査

貝
が
伺
い
ま
す
の
で

、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
先
=
都
・

人
口
統
計
課
毎
月
動
労
統
計
係

(
5
3
8
8
)
2
5
3
4

□
都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽
8
月
は
個
人
事
業
税
第
1
期
分
の

納
期
で
す

納
税
通
知
書
を
8
月
中

旬
に
お
送
り
し
ま
す
の
で

、
お
近
ぐ

の
金
融
機
関
・
郵
便
局
等
で
8
月
3
1

日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
8
月
は
特
別
土
地
保
有
税
(
取
得

分
)
の
申
告
納
付
月
で
す

平
成
5

年
7
月
1
日
か
ら
6
年
6
月
3
0日
ま

で
の
間
に
一
定
の
土
地
を
取
得
し
た

方
は
、
そ
の
土
地
の
所
在
地
の
2
3区

内
都
税
事
務
所
、
市
役
所
、
町
村
役

場
に
申
告
し
、納
め
て
く
だ
さ
い
(
非

課
税
や
納
税
義
務
免
除
の
制
度
も
あ

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
)
。

▽
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
と
き

台
風
や
長
雨
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

不
幸
に
し
て
災
害
に
よ
り
被
害
を
戞

け
た
と
き
は
、固
定
資
産
税
、個
人
事

業
税
等
に
減
免
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。該
当
す
る
方
は
、お
早
め
に
都
税

事
務
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
足
立
都
税
事
務
所

(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

□
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

予
約
受
付
=
8
月
1
6
日
ま
で
発
売

期
間
=
8
月
1
7
日
～
9
月
2
日
価

格
=
1
枚
3
0
0
円
※
こ
の
宝
く
じ
の

収
益
金
は
、市
町
村
の
明
る
く
住
み

よ
い
街
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
問

先
=
嬲
東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会

(
5
2
1
0
)
9
9
4
[
D
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道路の愛称名決定 第 1期

わたしたち

の道路に名前が

つきました

通
勤
や
通
学
、
貢
い
物
な
ど
で
毎
日
通
う
道
・…

い
つ
も
は
何
気
な
く

通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
道
で
す
か
、
ふ
と
立
ち
止
ま
っ
て
眺
め
て
み
る
と
、

季
節
が
移
り
か
ね
る
ご
と
に
そ
の
姿
を
少
し
づ
っ
変
化
さ
せ
、
私
た
ち
の

生
活
に
ひ
っ
そ
り
と
寄
り
添
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。ま
た
道
は
、

こ
の
通
り
、
あ
の
街
道
と
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
「
顔
L
を
持
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
単
に
交
通
上
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
生
活
の
楊
そ

の
も
の
で
も
あ
る
道
を
も
っ
と
親
し
み
の
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
、
道
路

に
「
愛
称
名
L
を
つ
け
る
こ
と
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
第
1
期
決
定
の
1
2の
路
線
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
う
し
て
「
愛
称
名
」が

決
ま
り
ま
し
た

区
で
は
、
区
制
6
0
岡
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
導
略
に
「
震
称
名
」
を

2
X
作
業
に
着
手
。
平
暝
5
年
1
月

に
は
「
道
路
黶
称
名
椣
肘
委
員
き
を

設
置
し
声
公
`
。
古
く
か
ら
通
称
で
呼

ぱ
れ
て
い
る
遍
に
加
え

、
町
会
や
商
店

余

毎
筒

に
耳
を
煩
け

た
り
、
地
元
の

タ
ク
シ

ー
会
社
へ
も
ア
ン
ケ
I

ト
調
査

を
行
コ

な
ど
の
検
肘
を
侑
け
、
1
2
路
線

の
「
愛

称
名
」
を
決
定
し

豕
し
た
。
愛

称
名
に
つ
い
て
は
、「
〇
卜

逎
り
」
、
'○

Q
`
』
と
い
う
形
式
を
原
則
と
し
、
現

在
広
く
便
わ
れ
て
い
る
呼
び
名
や
歴
史

的
な
名
称
に
つ
い
ア
ほ

こ
れ
黔
専
皿
し

ま
し
た
。

ま
た
、
せ
っ
か
ぐ
つ
け
た
i
称
名
」

が
も
っ
と
区
民
の
皆
さ
ん
の
身
満
芯

の
に
な
?
夊
泛
、
そ
れ
ぞ
れ
の
略
線

で
、
そ
の
『
黌
称
名
』
に
ふ
さ
わ
し
い

デ
ザ
イ
ン
の
案
内
標
示
板
奎
靨
蔵
置

し
て
い
く
予
足
で
y
。

こ
れ
か
ら
も
道
路
の
「
愛
称
名
」

を
募
集
し
て
い
き
ま
す

第
T

期
の
震
称
名
慇

鏝

、
す
で
に

通
称
な
ど
で
呼
ぱ
れ
、
地
域
に

堰
し
ま

れ
て
い
る
逕

路
か
ら
選

足
し

ま
し
た
。

道
路
に
『
愛
称
名
』
を
つ
け
る

事
業

は
今
回
決
定
し
た
1
2
路
線
で

終
了
す
る

の
で
昿
な
ぐ
、
必
映
も
継
繝
し
て
い
き

零
y
。
「
私
た
ち
I

に
も
愛
称
を
つ
け
た
い
」
。
そ
う
い
っ
た

声
が
町
会
な
ど
で
ま
と
ま
n
&
C
た
ら

ぜ
(
き

相
破
く
だ
さ
い

。

快
適
な
道
路
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

現
在
、
下
水
遭
工
事
と
併
せ
て
暹
路

整
備
が
-
t
刄
で
い
ま
す
。
区
で
は
、
だ

れ
に
と
っ
て

も
使
い
や
歹
い
道
路
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
「
足
立
区
道
路
整

懈
摺
針
」
を
策
定
し
声

‥‘た
。

今
扱
は
、
こ
の
指
針
に
幕
つ

き
、
さ

ら
に
安
全
・
快
滴

な
道
路
笹
備
に
取
り

組
ん
で
い
孝
l
y

。
区
民
の
曽
さ
ん
の

ご
図
解
と
ご
協
力
を
お
顧
い
い
`
じ
ま

す
。遭

路
の

『
愛
称
名
』
に
関
す
る

お
問

い
合
わ
甘

呵

中
央
本
町
庁
舎
・
土
木

部
計
画
祠
整
課
道
路
愛
称
名
祖
当
ま
で

お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

音
(
3
a
)

～
0
1

道路の愛称名

マップ

青
井
兵
和
通
り

・

毎
月
第
4

日
一

日

に
は
朝
市

が
立

ち
、た
ぐ
さ
ん
の
品
籾
が
店
頭
に
皿
ぷ
。

近
所
の
貢
い
物
客
で
い
つ
も
活
気
が
あ

る
商
店
街
。

旧日光街道

k
区
内
で
は
『
旧
道
』
だ
け
で
も
通
じ

る
ほ
ど
霖
レ

隶
れ
て
い
る
歴
史
の
あ
る

街
遭
。
特
に
干
住
地
域
に
は
古
く
か
ら

続
い
て
い
る
商
店
も
多
く
、
糒
鳩
と
し

て
に
ぎ
わ
。
た
当
時
の
様
子

を
知
る
こ

と
が
で

き
る
。

七曲がり

▲ 旧西新井村から|日伊興村へ の大
師道の一つ。曲が りくねった道の
呼び名としてそ う呼ばれるよ うに
なった。北上するにつれて遭 輻が
狹< なる。地 域の生活遭路と して
の皿が強い瀑。

赤山 街 道

卜
旧
六
月
村
増
田
柵
か
皇
函
(
現
川

口
市
)
の
亦
山
陣一
へ
の
萄
遭
だ
っ
た

こ
と
か
ら
こ
の
名
で
鶫
し
ま
れ
て
き

た
。水
を
演
出
し
た
施
設
が
歩
道
の
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
り
、
め
だ
か
や
か
え

る
の
絵
タ
イ
ル
も
あ
し
ら
わ
れ
て
い
て

涼
し
げ
。

アモール東和

卜
都
の
モ
デ
ル
商
店
衝
第
1
号
と
し
て

つ
く
ら
れ
た
ア
ー
ケ
ー
ド
の
樊
し
い
商

店
街
。
一
顧
省
主
催
の
「
手
づ
く
t
郷

土
(
ふ
る
さ
と
)

賞
」
も
受
賞
。
夜
は

や
わ
ら
か
い
照
明
が
買
い
物
客
を
包

み
、
あ
っ
た
か
い
雰
囲
気
。

旧
水
戸
街
道

▲ 日光 衝道 の千 住宿北詰 めから
水戸衝道として分か れてい る遭。
千住五丁 目の分岐 点には 旧水戸
街道 の遭標がある。

▼ かんがい用水だった「中 居垢」
を埋めて整備した道。大正 末期の
開通以来、地元ではこの呼 び名で
親しまれてきた。千佳地区が水田
地帯だうたことがしのぱれる名で
ある。

中居堀通り

大正通り

A 大正5 年に完成した新遭で、当初か
ら千 住地 区の交通の中心を姐ってきた
通。沿遭:には千佳ゆかりの森鴎外が残

した「千畦 大正記念迦碑」がある。

本

木

新

道

―
り
!
、
-
-
-
、
-
『
一
一
一
一
一
丶
i
!▲ 千佳かe) の大師灘として親しま

れてきた遭。遭輻は狹くゆるやか
なカーブが多い。沿遭には2 つの
商店衝があ り、昔ながらの買い初
風景を見ることができる。

関 原 通り

黔
カ
ラ
ー
舗
装
し
た
瀑
曇
は
さ
む
よ
う
に

商
店
が
並

び
、
立
ち
晒
も
の
ん
ぴ
ひ
で
睿
る
商
店
街

。
毎
月
第
1

日
曜
日

の
朝
市
は
通
叺
が
人
で
ぎ
っ
し
叺
埋
ま
る

ほ
ど
。

江北バス通り

4
江
北
柵
の
架
橋
(
大
正
1
4
年
)
の
こ

ろ
に
鮗
懈
さ
れ
、
従
来
の
大
師
塲
を
I

一

線
に
螯
え
た
新
湯
。
バ
ス
瀑
り
で
あ

り
、
交
通

曩
も
多
い
。

鳩ケ谷街道
F
江
北
l
T
目
か
ら
埼
i
礪
鳩
ケ
谷
へ

通
じ
る
衙
瀑
で
あ
る
。
明
冶
の
末
ご
ろ

か
ら
「
鳩
ケ
谷
街
!

と
呼
ば
れ
輯
し

ま
れ
て
い
る

。
沿
道
に
あ
'
S
苙

流
通

セ
ン
タ
ー
や
北
足
立
市
鳩
へ
の
ト
ラ
ッ

ク
が
多
く
通
る
。

道路愛称名一覧( 第1 期)

難言万福
て)町 会や商店会から申請のあった道E

モj j ヨ1
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8
月
は
道
路
を
守
る
月
間

安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

a
a
「
遭
!
籌
る
月
!
で

す
。
安
全
で
快
湎
な
遭
路
環
境
を
つ

ぐ
る
た
め
に
、
区
で
は
I
晏
全
施

設
の
点
検
や
整
爾
を
し
、
遭
賂
の
正

し
い
利
爾
が
法
の
掬
導
と
昏
発
多
仔

つ
て
い
寒
y
。
こ
れ
ら
の
屬
勵
は
、

憲
【
刄
に
も
遭
眼
菅
も
つ
冫
畳
t
Q

心
夸
持
っ
て
い
た
だ
く
'
y
y
`
嫐
い

行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

現
在
、
区
で
は
、
都
市
計
曝
遭
略

亊
腆
な
ど
遭
路
の
新
設
産
羃
め
'
9
こ

と
も
に
、
歯
`
ん
の
灣
近
な
忠
將
I

鴎
の
I
I
の
安
金
蔘
快
蕁
怯
の
向

上
に
男
め
て
い
`
チ
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
、
日
よ
け

や
一

板
の
哭
き

出
し
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
取
眞
、

凍
蓐

駐
卑
、
さ
ら
に
は
ガ
ー
ド
レ
ー

ル

や
街

略
樹
の
無
断
撤
去
な
ど
が
一

部
の
心

な
い
人
た
ち

に
よ
つ
刄

び
り

れ
、せ
っ
か
く
の
一
路
の
機
能
が
失

わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
宋
y
。安
全
で

快
酒
な
遭
路
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

眷
や
`
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

。

□

道
路
占
用
(

使
用
)
肝
可
が
必
要

で

す纛
は
皆
さ
ん
が
澡
立
l
だ
め

q
S
で
y
か
、通
行
の
支
陣
に
な

ら
な
い
も
の
で

一
定
の

基
準
に
合
っ

た
も
の
に
限
っ
て

ぶ

恥
・

寒
の
許

可
夲
曼
け
て
占
用
(
便
用
)

す
る
こ

と

が
で
き
ま

す

。

対

象
1

日

よ

け
・
突
き
出
し
看
板
の

黔
置

。
蕩
築

行
為
等
9
}

京
M

逼

嶌
既
に
設

置
し
て
い
る
が
肝
可
を

客

そ

い
な

い
日
よ
け
・
突
き
脚
し
肴
仮

も
該
当

し
要

。

□

自
費
工
事
承
認
が
必
要
で
す

次
の
行
為
は
承
偲
夲
尋
吁

な
け
れ

ぱ
な
ひ
ま
せ
ん

。

対
象
L

駐
卑
場

な
ど
乘
昊

れ
る
際
の
L

型
湧

、
歩

灌
の
切
り
下
げ
1

マ

ド
レ
ー
ル
の

憲
去
等

必
ず
亊
前
に
相
談
し
、許
可
・
承
認

夲
尋
吁
て
ぐ
だ
さ
い
。な
芻
、道
路
占

用
肝
可
申
脾
s
、自
費
工
事
萬
行
承

肥
申
耕
一
用
紙
は
、中
央
本
町
庁
舎
・

占
用
係
1
・
{
付
し
て
い
奪
y
。問

先
I
中
央
本
町
庁
舎
・
遭
路
管
理
課
s

(
1
)
1
1

素

贇

蠶

・

・
i

千
住
事
緊
蕃

s
(
―
)
?
1
0

西
新
井
警
察
署

s
(
e
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
一

豐
(
3
6
2
0
)
?
1
0

あだち公園物語
( 1)諏訪木西公園

※ 今回から毎月10 日号で、区内の公園を紹
介するr あだち 公園物晒亅 を掲載していき
ます。ご期待< ださい。< 広報課〉

ギラ ギラと太陽が照りつけても、ここは
とっても気持ちがいい。お寧からジャーと
シ ャワー がボクのあた まに降っ てくるん
だ。あ わてて逃げると今度はこっちからジ
ャー。 キャーキ ャー歓声をあげ ているボク
たちに 、木陰のベンチに座っているママが
手を 振ってくれている。

木 不 足 によ り
、 鄙 ・ 水 道 恥で は7 月29 日 から10S(

の 略 水SS 甌を 行 っ て い ま す。 足 又 区 内 心 ● 等 に
お い ても 、噴 水 や 水 路 の 水が 止ま る ● 合 があ り ま)
す 。- のご 理 娜 と ご 黯 力を ー い 申 し 上げ ま す。

◎ 街路樹に水やり のお願い/ 街路樹は今、水不足で大変弱っています。風呂の残り水やお米のとぎ汁など、 いつもは捨ててしまう水を道路の緑に分けてあげてください。 あなたのほんの少しの思いやり が緑を助けます。〈土木部〉
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

福

祉

申
請
し
て
く
だ
さ
い

児
童
手
当
・
特
例
給
付

□
児
童
手
当

出
生
届
を
出
さ
れ
た
方
や
区
外
か
ら

転
入
し
た
方
な
ど
で

、
次
の
要
件
に
該

当
し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は
児

童
手
当
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
3
歳
未
満

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
(
公
務
員
の
方
は
動

務
先
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
)
。

□
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、特
例
給
付
の
対

象
に
な
り
ホ
y
。受
給
資
格
は
児
童
手

当
と
同
じ
で
す
。

-

い
ず
れ
り
ト
ト

手
当
額
1
1
8歳
未
満
の
児
童
の
中
で
、3

歳
未
満
の
1

番
目
の
児
童
に
5
千

円
/
2
番
目
の
児
童
に
5
千
円
/
3
番

目
以
降
の
児
童
に
は
1
万
円

※
支
給

は
請
求
月
の
翌
月
分
か
ら

申
込
―
保

護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関
の
預
金
通

帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
、
年
金
通
帳
、
健

康
保
険
証
、
印
か
ん
(
ゴ
ム
印
は
不
可
)

を
窓
口
に
持
参

申
・
問
先
=
千
住
本

庁
舎
・
児
童
助
成
係

福
祉
事
務
所
の
ご
案
内

福
祉
事
務
所
で
は
、
各
種
の
相
談
や

給
付
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
働
け
な
く
な
り
収
入
が
減

り
、
生
活
費
や
医
療
費
な
ど
で
お
困
り

の
方
に
、
生
活
保
護
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

□
高
齢
者
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
ま

た
は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
。
特

殊
ベ
ッ
ド
や
電
磁
調
理
器
な
ど
の
日
常

生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与
。
住
宅
改
造

費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
寝
た
き

り
な
ど
で
常
に
介
護
を
必
要
と
し
同
時

に
在
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
高
齢
者

に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
の
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
身
体
に
障
客
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、補
装
具
、

更
生
医
療
、
日
常
生
活
用
具
や
住
宅
設

備
改
善
費
の
給
付
、
ま
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
な
ど
の
事
業
や
相
談
を
行

つ
て
い
ま
す
。聴
覚
障
害
の
方
に
は
、

毎
月
第
4
木
曜
日
(
祝
日
の
場
合
は
翌

日
)
午
後
1
時
～
4
時
に
手
話
通
訳
者

が
相
談
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

□
知
的
障
害
者
(
児
)
の
方

愛
の
手
帳
の
交
付
、
知
的
障
害
者

(児
)
の
援
護
施
設
へ
の
入
所
な
ど
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

□
母
子
家
庭
の
方

2
0歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母
子

家
庭
の
方
に
、
児
童
の
修
学
資
金
や
就

職
支
度
金
な
ど
の
貸
付
、
ま
た
母
子
寮

へ
の
入
所
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
指
定
の
国
民
宿
舎
な
ど
を

年
2
泊
、
無
料
ま
た
は
低
額
な
料
金
で

提
供
す
る
。
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー

ム
の
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

□
女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
。
深
刻
な
状
況

で
緊
急
に
保
護
岑
求
め
る
な
ど
、
様
々

な
問
題
を
抱
え
て
困
っ
て
い
る
女
性
を

対
象
に
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

マ
家
庭
相
談
…
家
庭
相
談
員
が
家
庭

内
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
▽
児
童
相
談
・
:
児

童
福
祉
司
が
、子
ど
も
の
養
育
費
や
障

害
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
日
時
=
毎
週
月
・
木
曜
日
　

(
中
部
福
祉
事
務
所
は
木
曜
日
の
み
)

午
前
9
時
～
正
午

□
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

保
健
衛
生
上
、
産
院
な
ど
の
助
産
施

設
に
入
院
す
る
必
要
が
あ
n
な
が
ら
、

経
済
的
事
情
で
入
院
で
き
な
い
妊
婦
の

方
に
、
入
院
助
産
の
制
度
が
あ
り
ま
す

(前
年
の
所
得
税
が
1
万
6
千
瞋
円
以

下
の
世
帯
)

申
・
問
先
=
管
轄
の
各

福
祉
事
務
所
(
表
1
)

恩
給
欠
格
者

戦
後
引
揚
者
の
方
へ

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
次

に
該
当
す
る
方
に
対
し
慰
労
品
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

□
恩
給
欠
格
者

恩
給
法
上
の
旧
軍
人
・
軍
属
で
、
年

金
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
方
の
う

ち
外
地
動
務
し
た
こ
と
が
あ
り
。
在
職

年
数
が
加
算
年
を
含
め
3
年
以
上
あ
る

方

※
た
だ
し
次
の
方
を
除
く
=
戦
傷

訶
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
上
の
軍

属
・
凖
軍
属
だ
っ
た
方
(
雇
員
・
傭
人
・

工
員
等
)
/
共
済
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
/
日
本
国
籍
を
有
さ
な
い
方
/
戦

後
強
制
抑
留
者
と
し
て
、
既
に
書
状
と

銀
杯
を
受
け
た
方

慰
労
品
=
内
閣
総

理
大
臣
名
の
一
状
・
銀
杯

□
戦
後
引
揚
者

引
揚
者
に
対
す
る
特
別
交
付
金
を
受

給
し
た
方
/
日
本
以
外
の
地
域
に
昭
和
2
0

年
8
月
1
5日
ま
で
引
き
続
き
1
年
以

上
生
活
の
本
拠
が
あ
り
、
終
戦
に
伴
う

や
む
を
え
な
い
理
由
で

、
終
戦
日
以
後

日
本
に
引
き
揚
げ
て
き
た
方
な
ど

慰

労
品
=
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

-

い
ず
れ
も
ト
ト

請
求
=
請
求
書
類
を
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
へ
郵
送

※
請
求
書
は
千
住
本

庁
舎
・
民
生
係
で
配
布

問
先
=
平
和

祈
念
事
業
特
別
慕
釡

▽
恩
給
欠
格
者
・
:業
務
第
1
課

(
3
9
4
5
)
4
7
0
4

▽
戦
後
引
揚
者
…
業
務
第
2
課

(
3
9
4
5
)
4
7
0
3

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
民
生
係

心
身
障
害
者
(
児
)
の

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
(
予
約
制
)

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

専
門
の
医
師
に
よ
る
巡
回
相
談
を
行
い

ま
す
。
補
装
具
、
就
職
な
ど
の
相
談
は

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

日
時
=
1
0

月
2
6日
(
水
)
、
午
後
1
時
～
3
時

場
所
=
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

定
員
=
1
0
0

人

申
込
1
9
月
1
9日
1
3
0日
、
電

話
ま
た
は
直
接
窓
口
(
予
約
制
)

※

当
日
は
、
全
館
巡
回
相
談
で
使
用
す
る

の
で
、
一
般
の
方
の
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
車
で
の
来
場
は
で
き
る
だ

け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

申
・
問
先
―
管

轄
の
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

表1　 福祉事務所一覧

重
度
障
害
者
の
方
へ

「
紙
お
む
つ
」
支
給
事
業
を
始
め
ま
し
た

重
度
の
心
身
障
害
の
た
め
、お
む
つ

を
必
要
と
す
る
方
に
紙
お
む
つ
を
支
給

し
ま
す
。対
象
‥
l
区
内
に
住
所
が
あ

る
満
3
歳
以
上
の
方
/
重
度
心
身
障
害

者
手
当
、特
別
障
害
者
手
当
、障
害
児

福
祉
手
当
の
い
ず
れ
か
の
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
受
付
=
8
月
1
日
～
2
2

日
(
8
月
2
3日
以
降
も
随
時
受
け
付
け

ま
す
)
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の

手
帳
膏
痔
参

支
給
=
9
月
か
ら

問

先
=
社
会
福
祉
協一
議
会

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
係

(障
)医
療
証
を
お
送
り
し
ま
す

8
月
下
旬
に

。9
月
1
日
か
ら
有
効

の
医
療
証
を
送
り
ま
す
。
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度
は
、
保
険
診
療
の
自

己
負
担
額
を
助
成
す
る
都
の
制
度
で

す
。
申
請
し
て
い
な
い
方
は
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い

対
象
=
表
2
・
3

申
・
問
先
り
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
係

表2　( 障) 医療証・対象者等

表3　( 障) 医療証・所得制限

● 基準額は、総収入力ら● 医療証交付基準に基づ< 控除額を差し引いた金額です。( 単位: 千円)

現
況
届
の
提
出
を

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、8
月
H
日

か
ら
9
月
1
0日
ま
で
に
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
を
提
出
し
な

い
と
、
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す

の
で
、
必
ず
本
人
が
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。8
月
始
め
に
お
送
り
し
ま
し
た
「
お

知
ら
せ
」
に
記
載
さ
れ
た
期
間
内
に
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
今
ま
で
郵
便

局
で
支
払
い
を
受
け
て
い
た
方
は
、
郵

便
局
口
座
支
払
い
に
な
り
ま
す
の
で

、

受
給
者
本
人
名
義
の
「
郵
便
局
預
金
通

呼

も
ご
持
参
く
だ
さ
い

問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

心身障害者福祉
手当( 区制度)

・難病患者福祉手当

の 定 例 払 月 で す

8
月
2
5日
ご
ろ

。
届
け
出
さ
れ
た
口

座
に
手
当
(
4
月
～
7
月
分
)
を
振
り

込
み
ま
す
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を

受
け
て
く
だ
さ
い

。
申
請
を
し
て
い
な

い
方
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

中
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
係

表4　 心身障 害者福祉手当

教育研 究所

就 学 相談

教
育
研
究
所
で
は
、来
年
4
月
に

小
学
校
へ
入
学
す
る
、心
身
に
障
害

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
の
就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た
ら

よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、専
門
の
相

談
員
が
応
じ
ま
す
。日
時
=
毎
週

月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、午
前

9
時
1
午
後
5
時

申
込
=
電
話

塲
・
申
・
問
先
=
教

育
研
究
所
就
学
相
談
相
当

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1
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年

金

保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
は
毎
月
翌
月
末
日

が
納
期
限
で
す
。7
月
分
の
保
険
料
の

納
期
限
は
8
月
3
1日
で
す
。
お
近
く
の

金
融
機
関
・
区
役
所
国
民
年
金
課
・
区

民
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

す
と
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
係

`
‘
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

ね
ん
き
ん
出
張
相
談
を
行
い
ま
す

日
程
等
―
表
5

内
容
1
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
い

方
法
な
ど

※
今
月
は
、
江
北
セ
ン
タ

1
で
夜
間
相
談
を
行
い
ま
す

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
課
推
進
係

　
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表5　ねんきん出張相談日程

6
0歳
説
明
会

日
時
=
8
月
1
6
日
(
火
)
、午
前
1
0
時
と

午
後
2
時
の
2
回
(
受
付
は
開
始
3
0
分

前
か
ら
)
場
所
=
中
央
本
町
庁
舎
3

階
会
議
室
対
象
=
昭
和
9
年
9
月
2

日
～
1
0
月
1
日
生
ま
れ
の
方
(
対
象
者

に
は
別
に
通
知
)

内
容
=
年
金
制
度

の
し
く
み
と
受
給
手
続
き
の
説
明
お
よ

び
個
別
相
談
(
受
付
順
)

問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

生

活

環

境

都
市
計
画
道
路
事
業
を
行
い
ま
す

区
で
は
、
都
市
計
画
道
路
補
助
線
街

路
第
2
5
1号線
(
江
北
四
丁
目
～
扇
二
丁

目
)
の
事
業
を
行
う
y
」と
に
な
り
ま
し

た
。
関
係
図
書
の
縦
覧
は
、
次
の
場
所

で
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間
=
7
月
1
5

日
～
平
成
1
3年
3
月
3
1日

場
所
卜‥千

住
本
庁
舎
・
都
市
計
画
課

問
先
9
千

住
本
庁
舎
・
用
地
第
二
課

、中
央
本
町

庁
舎
・
街
路
事
業
課

(
3
8
8
0
)
5
2
3
8

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

表
6
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
笳
小

菅
分
室

　
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表6　水洗化可能地域

家
屋
な
ど
を新築

さ
れ
た
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
家

屋
な
ど
を
新
築
す
る
方
は
、
住
所
を
定

め
る
た
め
に
住
居
番
号
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。
届
け
出
が
な
い
と
住
所
が
決

め
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入
な
ど
の
手
続

き
が
で
き
ま
せ
ん
。
建
築
確
認
書
一
式

を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
建

物
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
が
、
所
有
者

や
ア
パ
ー
ト
な
ど
建
物
の
名
称
が
変
わ

っ
た
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担

当

　
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
お
考
え
の
方
へ

資
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

対
象
―
住
宅
金
融
公
庫
ま
た
は
区
の
指

定
す
る
金
融
機
関
か
ら
住
宅
改
良
資
金

を
借
り
入
れ
て
工
事
を
す
る
方
で

、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
方

マ
自
己
用
の

住
宅
の
場
合
・・・
自
己
も
し
く
は
同
居
の

親
族
が
所
有
す
る
住
宅
で

引
き
続
き
居

住
す
る
方
/

区
内
に
1

年
以
上
在
住
し

て
い
る
/

前
年
度
の
所
得
金
額
が
崩
万

円
以
下
で
あ
る

▽
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

の
共
有
分
の
場
合
・
:区
分
所
有
者
全
員

で
構
成
す
る
管
理
組
合
ま
た
は
、
こ
れ

に
準
ず
る
管
理
組
合
で
あ
る

※
区
の

指
定
金
融
機
関
お
よ
び
助
成
の
要
件
な

ど
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
住
宅
係

神
明
南
公
園

改
良
工
事

神
明
南
公
園
は
、
園
内
改
良
工
事
の

た
め
平
成
7
年
3
月
ご
ろ
ま
で
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
公
園
課

(
3
8
8
0
)
5
2
6
1

国

保

医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

区
で
は
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

に
実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
お
知
ら

せ
し
、
健
康
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
医
療
費
通
知
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、5
月
に
診
療
を
受

け
た
方
に
そ
の
月
の
医
療
費
の
全
額

(
1
0割
分
)
を
8
月
下
旬
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
(
総
医
療
費
が
3
千
円
以
下
の

場
合
や
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
が
遅
れ

た
場
合
に
つ
い
て
は
、
お
送
り
し
て
い

ま
せ
ん
)
。こ
の
通
知
は
、お
知
ら
せ
で

す
の
で
特
に
手
続
き
は
不
用
で
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
給
付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

就
職
・
退
職
し
た
ら

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
国
民
健
康

保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

会
社
な
ど
か
ら
国
民
健
康
保
険
課
に
は

何
も
連
絡
が
な
い
た
め
、
手
続
き
を
し

な
い
と
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
ま
ま

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
や
め
る

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
動
務
先
の

健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
届

出
人
の
印
か
ん
を
窓
口
に
持
参
)
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族

の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。
届
出
が
遅
れ
た

豐
そ

も
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す
が
、

医
療
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)
は
原
則

と
し
て
さ
か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
の
で

、
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申

込
=
職
場
の
健
康
保
険
夸
や
め
た
証
明

書
(
資
格
喪
失
証
明
書
、
離
職
票
、
退

職
証
明
書
な
ど
、
や
め
た
月
日
が
確
認

で
き
る
も
の
)
、届
出
人
の
印
か
ん
、届

出
人
の
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
る
も

の
(
運
転
免
許
証
な
ど
。
た
だ
し
、
お

持
ち
で
な
い
方
や
代
理
人
の
場
合
は
不

要
)
/
家
族
が
す
で
に
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、
国
民
健
康

保
険
証
/
7
0歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年

金
、
共
済
年
金
(
国
民
年
金
を
除
く
)

の
受
給
者
は
、
年
金
証
書
ま
た
は
年
金

裁
定
通
知
書
を
窓
口
に
持
参

※
届
出

人
が
代
理
人

余
大
お
よ
び
同
一
世
帯

員
以
外
の
方
)
の
場
合
や
、
住
所
・
氏

名
が
確
認
で
き
な
い
と
き
は
。
保
険
証

は
後
日
郵
送
と
な
り
ま
す
。い
ず
れ
も
、

変
更
後
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い

申
先
=
各
区
民
事
務
所
ま
た

は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

葬
祭
費
を
支
給
し
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
死
亡
し
た
と
き
に
、
そ
の
葬
儀
を
し

た
方
に
葬
祭
費
と
し
て
5
万
円
を
支
給

し
ま
す
。
た
だ
し
、
交
通
事
故
・
傷
害

な
ど
の
第
三
者
行
為
や
公
害
訶
な
ど
が

原
因
で
死
亡
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し

て
支
給
し
ま
せ
ん

申
込
よ
i
一
民
健
康

保
険
証
、
葬
儀
の
領
収
書
(
コ
ピ
ー
不

可
)
葬
儀
を
し
た
方
の
印
か
ん
を
持
参

期
限
=
葬
儀
の
日
よ
り
2
年
間

甲

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
給
付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

「
生
き
が
い
奨
励
金
」の
支
給

今
年
度
か
ら
所
得
に
よ
る
制
限
を
廃
止
し
ま
し
た

区
で
は
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
学

習
活
動
や
社
会
参
加
を
お
手
伝
い
す

る
た
め
、年
一
回
「生
き
が
い
奨
励

金
」を
支
給
し
て
い
ま
す
。対
象

=
8
月
1
日
現
在
区
内
に
居
住
す
る

7
0
歳
以
上
の
方
(
年
齢
は
平
成
7
年

3
月
3
1
日
現
在
)
。支
給
金
額
=
7
0
～

7
4歳
の
方
…
5
千
円
、7
5歳
以
上

の
方
・
:
7
千
円

※
所
得
制
限
が
な

く
な
り
申
出
書
の
提
出
が
あ
っ
た
方

全
員
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
予
定

日
り
H
月
1
日

申
込
り
今
年
新
た

に
対
象
に
な
っ
た
方
と
申
出
肅
未
提

出
の
方
に
、8
月
下
旬
に
支
給
の
申

出
書
を
郵
送
し
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
今
ま
で
に
申
出
書
を

提
出
さ
れ
た
方
は
、
手
続
き
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
先
1
千
住
本

庁
舎
・
生
涯
教
育
推
進
課
計
画
係

今
月
は
福
祉
手
当

(
国
制
度
)
の
定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手
当
、障
害
児
福
祉

手
当
、福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の

5
月
～
7
月
分
を
、届
け
出
さ
れ
た

預
金
口
座
に
1
0日
ご
ろ
振
り
込
み
ま

す
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受
け

て
く
だ
さ
い

。

問
先
1
千
住
本
庁

舎
・
障
害
福
祉
係

あなたの相談室 間 先= 足立区 役所 干住本疔舎 ・1 階区 民相駁室所在地= 干 住1- 4- 18a3882 ―1111 ㈹

困っ たこと や心配なことがあり まし たら 、お気軽にご利 用く ださい( 無料 ・秘密厳守) 。
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千
住
大
橋
架
橋
4
0
0
年
記
念
事
業

パ
ネ
ル
展

「
大
橋
か
ら
始
ま
る
歴
史
へ
の
旅
」

隅
田
川
で
最
も
歴
史
の
あ
る
橋
と
し

て
知
ら
れ
る
千
住
大
橋
。
今
年
9
月
、

最
初
の
架
橋
か
ら
4
0
0

年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
を
記
念
し
、
大
橋
の
絵
・
写

真
を
中
心
に
歴
史
パ
ネ
ル
展
を
閧
催
し

ま
す
。

場
所
等
I
マ
町
屋
文
化
セ
ン

タ
ー
(
千
代
田
線
・
町
屋
駅
下
車
)
…

8
月
2
0
日
～
2
8
日
、
午
前
1
0
時
1
午
後

5
時
▽
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

艾
化
ホ
ー
ル
…
9
月
2
日
～
4
日
、午

前
1
0時
～
午
後
5
時

記
念
講
演
会
「
道
・
川
・
橋
」

日
時
1
9
月
4
日
(
日
)
、午
後
1
時
～

4
時

場
所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ

と
も
科
学
館
研
修
室

講
師
=
山
本
光

正
氏
(
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
助
教
授
)

定
員
1
明
人

費
用
=
無
料

申
込
=
8

月
1
0日
か
ら
郷
土
博
物
館
へ
電
話
予

約
(
先
着
順
)
※
筆
記
用
具
を
ご
持
参

く
だ
さ
い

史
跡
め
ぐ
り

「
日
光
道
中
千
住
宿
本
宿
か
ら
加
宿
へ
」

足
立
史
談
会
が
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時
1
9
月
1
8日
(
日
)
、
午
後
1
時
か

ら
、
北
千
住
駅
西
口
交
番
わ
き
広
場
前

集
合

定
員
=
同
人
(
抽
選
)

費
用

―
無
料

申
込
I
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
を
明
記

※
参
加
者
は

博
物
館
か
ら
通
知
し
た
(
ガ
キ
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い-

い
ず
れ
も
1

申
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

〒
図
大
谷
田
5
-
2
0
-
1

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

水
上
バ
ス
で
め
ぐ
る

あ
だ
ち
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日
時
1
9
月
2
0
日
(
火
)
、午
前
1
0
時

～
午
後
2
時
3
0
分
場
所
1
千
住
曙
町

船
着
場
～
岩
淵
水
門
～
千
住
新
橋
卜
東

京
港
～
千
住
(

水
上
バ
ス
利
用
)

対

象
=
観
光
協
会
会
員
お
よ
び
区
内
在
住

の
方

定
員
―
跏
人
程
度
(

抽
選
)

費
用
―
観
光
協
会
会
員
…
千
5
0
0円

会

員
外
・・・
2
千
円
(
い
ず
れ
も
昼
食
付
き

、

当
日
現
地
支
払
い
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
希
望
者
全
貝
の
住
所

、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
会
員
・
会
員
外
の

別
、
「
リ
バ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
希
芦

と

明
記
(
(
ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
4
人
ま
で

申
し
込
み
で
き
ま
す
。
返
信
(
ガ
キ
の

表
に
も
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
)

※
重
複
申
し
込
み
は
無
効
で

す

期
限
1
8
月
1
9日
消
印
有
効

抽

選
1
8
月
2
5日
、
午
前
1
0時
、
中
央
本

町
庁
舎
万一会
議
室
で
公
開
抽
選
(
結
果

は
返
信
用
(
ガ
キ
で
通
知
)

申
・
問

先
―
観
光
協
会
リ
バ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

担
当
(
産
業
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興
課
内
)
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情 報コーナ ー
カ ッ パ の
バ ッ ジ
発 売 中

販売価格　単品200 円
、5 色セット800 円

販売場所　千住本庁舎・情報公開課および
中央本町庁舎・惆報公開諫分室

問合せ先　千住本庁舎一広報課　　3882- 1111㈹

あだちまつり

A-
Fe St a ' 94通信
あだっちボ一ル

参加者募集
あ なたの町会、団体、 グル ープ

で 対 抗戦 ゲ ー ムに参 加 し ま せん
か。 あ゙だ っちボール、、は、ド ッチ
ボ ールに似た簡 単で 楽し いゲ ーム
で す。 優勝賞金10万円を はじ めと

する各賞 を用意し て、皆さ んをお
待ちし ています。 日時- 10 月9
日( 日) 、午前10時 場所 一虹 の広
場( 荒 川河川敷) 対 象一区 内在
住・在 動・在学の方で1 チーム10
人( 女性または50歳以上 の方を3
人以上 含む) 費用- 1 チーム1, 000

円 期限- 9 月9 日

ステージ

出演者募集
l 太 鼓、コンサートフ 野 外パフ ホS7

ン スなどをステ ージで 演じ 扈
区内 のア マチュアグ ループ または
個人を寡屡し ま

・すj l 一 日時- 10 月k8t
サ・、L9日・き・場所==虹 の広 場特設スb
ヅ汢鎰 。 。苣=8湎19E1 鹵。畄

- い ず れ もー

申 ・問先 一足立区民 まつり 委員会
事務局( 中央 本町庁舎・地域 振興
課育成係) 　3880 ―5173

記念グッズ発売中
まつりのPR と資金活動をかね

てT シャツを1 枚1, 200円で発売
しています。 発売場所一中央本
町庁舎・地域振興課育成係など

青年センター
子育てセミナー

「やさしいやさしい
パ ソ コン のお話」

日時- 9月1・8・22・29日( 全
4回) いずれも木曜日、午前10時～
正午( 最終 回は 親子でリ ズム体

操をし ます) 対象一幼 児のいる
お母さ んで、原貝りとして4 回すべ
て参加 できる方 定員- 20 人( 先
着順) 費用= 無料 申 込一電話
※ お子 さんの保育を 行ってい ます
( 29日は除く) 。お問い合わ せくだ
さい 場・申・問先一青年 センタ ー
　3890 ―0061

紙 すき体験教室
お手製のハガキづくり

足立では 古くから、地 すき紙 が
地元の産業 とし て行われ ていまし
た。郷土博物 館では、こ れにちな
んで自分たち の手で紙を すき、 八
ガキをつく る教室を開き ます。
日時- 8月20日( 土) 、午後2時～
4 時 対 象一小学校3 年生以 上

で区内在 住・在動・在学 の方 定

員- 20 人( 抽 選) 費用一無料
申込一往復 ハガ キに住所、氏名、

年齢、電話番号を 明記( 1 人1 枚)
期限=8 月15 日必着 場・申・

問先一 郷土博 物 館 〒120 大 谷田5- 20- 1

3620- 9393

消費者通信大学「暮らしつく スクール」公開スクーリング

リサイクル・ゴミ問題解決のために
日時-、9月9日( 金) 、午後6時30
分～8時30分講師一熊本一規氏　
(明治学院大学助教授)

場・申 ・問 先= 消費者センタ ー

　3880 ―5385

あだちスポーツ大学

スポーツや健康・体力づくりに
ついて、正しい知識を身につける
チャンスです。スポーツを行って
いる方はもちろん、行っていない
方もお気軽にご参加ください。
日時等一下表のとおり( 講師につ
いては8 月下旬に別途ご案内しま

す) 対 象=18 歳 以上の区内在住 ・
在動の方 定員=70 人( 抽 選)
費用一無 料( 教材費は自己負担)
申込一往 復ハガ キに住所、氏名( フ
リガ ナ) 、生年月日、性別 、電 話番
号、自己PR 、「スポ ーツ大学」希
望と明 記 期限- 8 月31日必 着
申・問先 一千住本庁舎 ・体育振 興
係 〒120 千住1- 4- 18
3882- 1111 ㈹

あだちスポーツ大学日程表

※ いずれも午後6時30分～8時30分、火曜日

少年活動リーダー講座
第2 期「身体を動か
して表現してみよう」
―レクリエーションってなに―

子ども会活動、キャンプ等様々
な場所でのレクリエーション活
動。初めはなんとなく恥ずかしい

ものですが、みんなで一緒に身体
を動かしてみれば大丈夫。初心者
も大歓迎です。日時- 9月6・
13・20・27日、午後7時～9時
場所= 栗原小学校体育館 対象- 16
歳以上で青少年育成活動に関わ

っている方 講師一三谷明男氏
(東京都レクリエーション協会)
費用一無料 申込一電話 期限- 8
月31日 申・問先一千住本庁

舎・少年育成係 　3882- 1111㈹

足 立の

「昔話しを語る」
日時- 8月13日( 土) 、午後2時～
3 時3{ }分 内容一寺社に関わ る

不 思議 な 話 講師 一 加藤 敏夫 氏
(郷土 博物館 特別専門員) 費用
一無料 申 込= 当 日直接会場 へ
※ 「昔 話しを 語る」は、毎月 第2
土曜 日に 行っています

【今後の予定】
9 月10日…病気・平癒祈願と神仏10
月8 日…寺社の緑起に関わる話11
月12日…足立の有名人の墓石と

業績
12月10日…寺社巡拝によって知り

得た事々
1月14日…足立に伝わる各屋敷
2 月11日…区内の習俗に関わる話3
月11日…区内に伝わる縁日

塲・問先一郷土博物館
3620―9393

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています K. N. T. 240, 000


